
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
十
五
日
受
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（
質
問
の 

二
七
） 

答

弁

第

二

七

号 

   

衆
議
院
議
員
近
江
巳
記
夫
君
外
一
名
提
出
「
沖
繩
に
お
け
る
旧
軍
買
収
地
に
つ
い
て
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
四
第
二
七
号 

昭
和
五
十
三
年
四
月
二
十
五
日 

衆

議

院

議

長 
保 

 

利 
 
 

茂 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

福 

田 

赳 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
近
江
巳
記
夫
君
外
一
名
提
出
「
沖
繩
に
お
け
る
旧
軍
買
収
地
に
つ
い
て
」
に
関
す
る
質 

問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

旧
読
谷
飛
行
場
に
つ
い
て
、
売
買
契
約
書
又
は
土
地
売
渡
証
書
及
び
土
地
代
金
受
領
書
は
発
見
さ
れ
て
い
な

い
が
、
登
記
簿
は
、
戦
後
、
所
有
権
証
明
書
に
基
づ
き
作
製
さ
れ
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

沖
繩
本
島
及
び
伊
江
島
の
旧
軍
飛
行
場
に
つ
い
て
は
、
買
収
し
た
こ
と
を
証
す
る
直
接
的
な
資
料
は
ほ
と
ん

ど
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
旧
陸
・
海
軍
の
軍
用
地
買
収
手
続
あ
る
い
は
代
金
の
支
払
方
法
等
に
関
す
る
資
料

は
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
旧
軍
が
買
収
し
た
と
い
う
旧
軍
関
係
者
、
旧
官
公
署
関
係
者
及
び
旧
地
主
等
の

陳
述
が
あ
る
。
な
お
、
旧
読
谷
飛
行
場
に
つ
い
て
は
旧
陸
軍
の
境
界
杭
が
三
本
発
見
さ
れ
て
い
る
。 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

(2) 

当
時
、
土
地
所
有
権
を
認
定
す
る
権
限
は
、
千
九
百
四
十
六
年
二
月
二
十
八
日
付
け
琉
球
列
島
米
国
海
軍

軍
政
本
部
指
令
第
百
二
十
一
号
及
び
千
九
百
五
十
年
四
月
十
四
日
付
け
琉
球
列
島
米
国
軍
政
本
部
特
別
布
告

第
三
十
六
号
に
よ
り
各
市
町
村
長
に
与
え
ら
れ
て
い
た
。
国
有
地
に
つ
い
て
は
、
千
九
百
四
十
五
年
米
国
海

軍
軍
政
府
布
告
第
七
号
に
よ
り
、
米
国
の
財
産
管
理
官
が
管
理
す
る
こ
と
と
な
つ
て
い
た
の
で
、
国
有
地
に 

(1) 

所
有
権
者 

上 

間 

清 
子 

沖
繩
本
島
及
び
伊
江
島
に
お
け
る
旧
軍
用
地
買
収
の
概
要
の
は
握
は
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
可

能
な
限
り
の
調
査
を
実
施
し
た
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。 

以
上
の
資
料
等
か
ら
、
こ
れ
ら
の
用
地
に
つ
い
て
は
旧
軍
が
買
収
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

地 
 

番 

沖
繩
県
中
頭
郡
読
谷
村
字
伊
良
皆
西
後
原
六
百
九
十
七
番 

四 

 



 

五 

係
る
土
地
所
有
権
証
明
書
は
、
各
町
村
長
か
ら
財
産
管
理
官
に
交
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

(3) 

土
地
所
有
権
認
定
作
業
の
際
、
千
九
百
四
十
六
年
二
月
二
十
八
日
付
け
琉
球
列
島
米
国
海
軍
軍
政
本
部
指

令
第
百
二
十
一
号
及
び
こ
れ
に
関
連
し
て
沖
繩
民
政
府
総
務
部
か
ら
発
せ
ら
れ
た
指
導
文
書
に
よ
り
、
国
有

地
を
含
む
公
有
地
に
係
る
申
請
は
不
要
と
さ
れ
、
所
有
権
委
員
会
に
お
い
て
調
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り

処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
申
請
が
な
さ
れ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
字
委
員
が

形
式
的
に
作
成
し
た
も
の
と
思
う
旨
の
、
当
時
の
関
係
者
か
ら
の
陳
述
が
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




